
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花と笑顔とあいさつ 「ありがとう」いっぱいの学校 

令和３年１０月２５日発行 

熊 谷 市 立 市 田 小 学 校 

学校教育目標  生き生きと学び 力いっぱい活動し だれとでも仲良く 

学校だより 1１月号 

市田っ子 
市田小ＨＰ http://www.ichida.ed.jp/ 

 

 

 

後期スタートです!!  
＊１０月１８日（月）放送朝会から 

市田小児童のみなさん。おはようございます。 

 今日から、令和３年度後期がスタートしました。みなさんは、３日間の秋休みに後期の目標、頑張ることが

決められましたか？決まった人は、ぜひ、目標達成のための努力を続けてください。 

とは言っても、目標達成のための努力を続けることはとても大変なことです。なので、目標達成に向けて努

力を続けるための秘訣を教えます。それは、大変になったり、くじけそうになったり、やめたくなった時、先

生や大人に相談すること、協力してもらうことです。「それじゃ、自分で頑張った事にならないんじゃない

の？」と思うかもしれませんが、目標を達成した人はみんな周りの人に助けられ、協力をしてもらっていま

す。例えば、もしテストで 100 点を目指すならば、わからないところを先生に「わからないので教えてくだ

さい」と言っていいのです。持久走大会で自己新記録を目指すならば、「どうすれば、速く走れますか？」と

先生に尋ねていいのです。目標を達成した人は、みんな周りの人に助けられたり、協力してもらったりしてい

ます。ぜひ、先生や大人の知恵や力を借りてください。 

また、勉強や運動だけでなく、自分のことや友達のことで悩むことがあれば、先生や周りの大人に「早く」

相談してください。力を借りてください。 

 前期終業式の放送朝会で、３年生の代表の友達が前期を振り返った作文を発表してくれましたね。その中

に、校長先生の大好きな言葉「得意なことを伸ばす」が入っていました。校長先生はとてもうれしかったで

す。勉強や運動で苦手なことを頑張ることはよいことですが、得意な教科や得意な運動にどんどん取り組む

こと、得意を更に伸ばすことは、もっともっとよいことです。好きな趣味を持つ事もとてもよいことです。得

意なことは友達と同じかもしれないし、違うかもしれませんが、自分が得意と思うこと、好きだと思うこと、

続けたいと思うことはとっても大切です。 

また、思いや考えを表現することも大切です。好きな色、好きな食べ物、好きな動物、好きなこと、お気に

入りの髪型、洋服、靴、持ち物は一人一人違うはずです。一人一人が得意を伸ばす、個性を生かす、一人一人

が友達の得意を知る、個性を知るそして認める、そんな、市田小学校のみなさんになって欲しいと思います。 

 後期は、延期になった運動会をはじめ、各学年の行事もあります。そのために、前期終業式でお話しした、

「グリーンベルトの上を班ごとに一列で歩いて登校すること」、「元気よく『おはようございます』のあいさつ

をすること」、「廊下を歩くこと」を市田小のみなさんで協力しながら、安心、安全に毎日を過ごし、１時間１

時間の授業を真剣に参加し、友達と協力しながら係活動、給食、清掃に取り組み、「自分もよく、友達も良い

毎日」を過ごしましょう。また、新型コロナウイルス対策も引き続き取り組みましょう。 

 

＊令和４年度入学予定者就学時健康診断から 

 １０月２１日（木）、令和４年度入学予定者就学時健康診断を実施しました。就学児のみなさんや保護者の

皆様、ご出席ありがとうございました。 

就学時健康診断は、実施にあたり子育て講座を行います。今年度の講座も昨年度に引き続き、元熊谷市教育

委員会教育相談員の猪野和幸先生を講師にお招きし、「子供たちの育ちを見つめる～就学前の子供たち大人の

関わり～」を演題とし、ご講演いただきました。 

 大切なお話しをたくさんしていただきましたが、私は中でも「学校生活をうまく送るポイント」として、

「登校したら学習用具の整理ができる」「黙って話を聴ける」「教科書やノーなど所定の位置に出せる」こと

は、小学校で学習や運動に取り組む際、また友達と仲良く学校生活を送るために、とても大切な基礎と受け止

めました。 

また、ご講演を通じて、大人は、子供が望ましく成長するために愛情と意図をもって、細やかにそして継続

的に育てることを常に意識し、接しなければならないと強く思いました。 

 後期がスタートしたこのタイミングで、現市田小学校の児童のみなさんや保護者の皆様も、「できてるか

なチェック」をしてみましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 年社会科見学 ～グリコピアイーストへ行ってきました～ 

１０月２０日（水）に３年生が社会科見学

に行ってきました。チョコレートの甘い香

りがする中、「ポッキー」で徐々に出来てい

く様子を見ることができました。大きな機

械や製造に関する様々な工夫を学ぶことが

できました。教科書だけでは学ぶことがで

きない学習ができました。 

保護者学校評価 

学校評価にご協力いただき、ありがとうございました。全ての項目で、平均３を超えました

（４段階評価）。これは、各家庭のご支援とご協力の賜物と感謝しております。 

とりわけ、平均値が高かったのが、「14 ①朝ご飯をしっかり食べる」（3.74）「９ 子供

は、楽しく登校している」（3.69）「４ 学校は、安全な教育環境を整えている」（3.60）でし

た。 

また、課題として見えてきたのは、「15 ②ゲームの時間を減らします」（3.07）「15 ②テ

レビの時間を減らします」（3.09）「15 ③スマートフォン・携帯電話やパソコンに触れる時

間を減らします」（3.11）です。この３つは、いずれも「『熊谷の子どもたちは、これができ

ます』の３減運動」でした。学校でも引き続き、指導をしていきますが、ご家庭でも団らんや

会話の時間を増やしてお子さんの話を聞いていただければと思います。 

頂いたご意見や結果を真摯に受け止め、今後の学校生活に生かしていきたいと思います。 

裏面もあります 

５・６年稲刈り体験 ～お米のありがたみに感謝します～ 

１０月６日（水）に５・６年生が稲刈り体験を行いました。例年は、５年生のみが行ってい

ましたが、昨年度はコロナ禍のため、６年生は体験することができませんでした。そこで、今

回は、５・６年合同で体験することができました。 

田植え体験同様、地域の方にご協力いただき、稲を刈ることができました。自らの手で稲を

刈ることによってお米のありがたみを感じた子も多くいました。 

また、日本最大級のコンバインが稲を刈っていく様子も見させていただくことができまし

た。 

貴重な経験をすることができました。 

社会科見学の様子 

稲刈りの様子 


